
令和５年度 北広島町立壬生小学校 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証の視点 方 法 指 標 

（１）ユニバーサルデザインの 
視点を取り入れた授業
づくりが児童の意欲や
分かりやすさにつながっ
ているか。 

・児童アンケート 
（６月，11月，２月実施） 

・アンケートによる３回目の平均が１，２回目 
の平均を上回ることができる。 
①意欲について 
②分かりやすさについて 

・３回目の結果が平均 80％を上回ることが 
できる。 

（２）指導者がユニバーサルデ
ザインの視点を取り入れ
た授業づくりを理解し，
実践できているか。 

・職員アンケート 
（６月，11月，２月実施） 
・研究授業（年間 3回）と 
その後の取組をチェックリ
ストで評価 

・アンケートによる３回目の平均が１，２回目 
の平均を上回ることができる。 
・研究授業やその後の取組をチェックリスト 
で評価し，肯定的評価が 8割を超えること 
ができる。 

日本国憲法 

教育基本法 

学習指導要領 

県教育施策 

町教育施策 

学校教育目標 

～チャレンジ☆やればできる～ 

目標をめざし 仲間と協力し 努力を楽しむ子の育成 

保護者・地域の期待 

・基礎・基本となる 

学力の定着 

・主体的な学習習慣 

の定着 

・望ましい人間関係 

の構築 

めざす子ども像 

【進んで学ぶ子】楽しく，分かるまで，粘り強く学ぶ子 

研究主題 

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業の工夫 

～「わかる」「できる」を実感できる算数科の授業づくりを通して～ 

 

学習意欲の向上 
 ・ 学習への安心感や期待感がもてる学校・学級・集団づくり 

 ・「分からない」「なんとかしたい」と思える「課題発見」の場面づくり 

 ・「話したい」「聞きたい」と思える「対話」の場面づくり 

 ・「ああ！たしかに」「あ！それなら」と思える「ふりかえり」の場面づくり 

 

 

 

・総合的な学習の時間を中心に，様々な教科や教育活動において，自分にとっての

「妨げ」と出合わせ，「えがく」「やってみる」「ふりかえる」場面を仕組む。 

 ・日々の目標設定や試行，振り返りなど様々な学習過程において，６つの資質・

能力が発揮されている具体的な姿を認識させる場面を仕組む。 

学力の向上 
 ・「壬生小UD化授業モデル」に基づく全員の参加と理解につながる授業デザイン 

・昨年度の５年間の研究で蓄積した事例に基づく指導・支援の工夫 

 ・GIGAスクール構想に基づく ICTを活用した教育の推進 

児童の実態 

・めあてに対して「なぜだろう」「やってみたい」と感じ 

ている児童の割合が高い。 

・特別な支援を要する児童の割合が高い。 

・「思考・判断・表現」の観点で課題が大きく見られる。 

具体的なアプローチ 

・目指す児童の姿の共有 

・壬生小学校版ユニバーサルデザイン化授業モデルをもとに 

した授業改善 

・実態の把握のつまずきの予想をもとにした授業づくり 

・ＩＣＴの活用 

 

めざす児童の姿 
・「わかる」「できる」楽しさを実感できる子 
・仲間と共に考え，自分の考えを仲間に伝えることができる子 
・がんばる自分が好きで，粘り強く最後まで課題に取組む子 


